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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成27年11月26日(2015.11.26)

【公開番号】特開2015-19666(P2015-19666A)
【公開日】平成27年2月2日(2015.2.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-007
【出願番号】特願2014-147564(P2014-147564)
【国際特許分類】
   Ａ２３Ｌ   1/05     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/29     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ２３Ｌ    1/04     　　　　
   Ａ２３Ｌ    1/29     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/36     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月7日(2015.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
図面の簡単な説明
【図１】図１は本件のバッチ凝集プロセスを示す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
【表１】

【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　粘度曲線は凝集プロトタイプ及び市販のデンプンベース及びキサンタンガムベースの増
粘剤に関して作製した。図２は例１（キサンタンガム：ワキシーポテト：マルトデキスト
リン１７．３：１９．３：６３．４）及び２つの市販増粘剤の濃度の関数としての粘度を
示す。図２において分かるとおり、凝集プロトタイプは濃度の増加にともなう、粘度の変
化がより小さいことを示し、誤用条件下で、より大きな用量融通性があることを示唆し、
すなわち、過剰投与又は過少投与が起こったときに、望ましい粘度でなくなる可能性が低
いことを示唆している。凝集組成物の粒子サイズの分布を表２に示す。凝集組成物のバル
ク密度は０．２５～０．３０g／ｃｍ3であった。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】削除
【補正の内容】


	header
	written-amendment

